
No. 質問 回答

1
農業体験ツアーの宿泊は、農家民泊と近隣ホ
テルの宿泊のどちらを想定しているか。

どちらかに限定するものではありませんが、農業
体験として農家民泊等を組み込むことは望ましい
と考えます。

2
昨年度のロゴを今年度も引き続き使用する
のか。

事業の継続性の観点から、引き続き使用してい
ただく予定です。

3
昨年度使用したInstagramアカウントの所有
者は。

アカウントは本業務専用のもので、県が管理す
るものです。

4
短期体験、中長期体験のそれぞれについ
て、昨年度の平均参加人数は。

昨年度の事業では短期体験（日帰り、１泊２日）
を実施しており、日帰り平均20名（４回計80
名）、１泊２日平均16名（２回計33名）でした。

5 受け入れ先農業者への謝礼は必要か。 基本的には必要と考えます。

6
受け入れ農業者（農業法人）は、県のほう
で指定するのか、受託者による提案に基づ
き選定するのか。

受託者の提案に基づき県との調整で決定しま
す。県が指定するものではありません。

7
参加費を定額とし、実際の食事代との差額
を受託費から支出することは可能か。

原則として実費を参加者負担とします。

8
６実施計画書及び実施報告書（２）の「本
業務の執行過程や経過が明確となるような
動画について、イメージを教えて欲しい。

実施ツアーのダイジェスト等、事業内容が短時
間でわかる動画をイメージしています。

9
中長期体験の場合、宿泊先は受託者が手配
するのか。農業者宅へのホームステイ、寮
への短期入所などは可能か。

宿泊先（ホームステイ、寮等を含め）への交渉、
条件整備、手配は受託者が行うことを想定して
います。
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